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公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 

第 6 回 学自研学生委員会 議事録 

2020 年 10 月 21 日 

文責：日本大学 柳井 

東京電機大学 橋本 

 

1. 概要 

日  時：2020 年 9 月 26 日（土）13:00~15:00 

場  所：自動車技術会 本部・事務局 第一会義実(4F)  

参加者：神奈川工科大学  中山，鈴木，飯島 

        中央大学    後藤 

東京電機大学    橋本，小林，粕谷 

     東京農工大学    矢田 

     日本大学     柳井，尾野，榎本，伊藤 

    理事      市原，佐藤，大鷹，馬場，岡部， 

        OP             足立，中山 

(大学名 50 音順・敬称略 オンライン参加を含む) 

 

2. 配布資料 

・【事前資料】2020 年度第 6 回学自研学生委員会 事前資料 

・【事前資料】2020 年度学自研_9 月会計詳細 

・【事前資料】2020 年度学自研_9 月会計試料 

・【事前資料】国際交流文化交流パーティー(案) 

・【事前資料】4 輪研修企画草案 

・【事前資料】レンタルカート企画書 

・【事前資料】自動車部品企業の見学会 

・【事前資料】企画草案テンプレート 

 

3. 議題 

3.1 会計状況についての報告（鈴木） 

・先月分の使用量が 19,938 円 

・自技会の会計資料を参考にして予算案の書き方を修正する． 

 

3.2 Web の更新状況の報告（尾野） 

  ・前回の委員会の議事録を Web に掲載した. 
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3.3 企画進捗状況について 

3.3.1 JARI 見学会 

アンケートの結果、一番希望が多かった内容は環境エネルギーに関する分野だった. 

見学希望分野の票はロボット安全分野以外の 3 分野にほぼ均等に分散し、あまり差が見られなかっ

た. 

 

＜意見・質問＞ 

・JARI に熱意を伝えるため、「見学を希望する理由」を企画書に盛り込んでみてはどうか. 

・企画を希望する理由として「CM 等で見ている場面を実際に目で見て感じ取りたいから」、「実験後

の後処理なども含めて知りたいから」などの意見が挙げられた. 

 

4.  自動車部品メーカー見学会について 

  開催日は 11 月 28 日(土)または 1 月 30 日(土)を予定している．見学方法はオンラインで開催。時間

は 1 時から 4 時の 3 時間程度を検討しており、今後、受け入れ企業が決まり次第、募集を開始した

い． 

 

5.  国際交流についての報告 

矢田さんの提案する企画の予算は 7 万ほど. 

現地の学生からの反応は良好であった（現地の承認や感染症対策は必須）. 

開催時期は 3 月ごろを想定している. 

 

＜意見・質問＞ 

・食事イベントであるため感染面での不安が残る事から、カメラを用意してオンラインでの開催

の可能性も考えているがどうか. 

・タイや台湾には外食文化が根付いており、台所がない可能性があるので事前調査が必要. 

・互いの国のポピュラーなインスタント食品を送りあって、互いの国で調理するのはどうか. 

・在宅での開催であるならば調理過程は省いてもよいのではないか. 

 

6. 新企画について 

企画立案がスムーズになるように、企画書のテンプレートを作成した. 

現状の新企画はレンタルカート企画と四輪研修がある. 

 

6.1 レンタルカート企画 

車両の運動特性の理解を深めることが目的. 

運転方法についてプロドライバーから学びたい. 

予算はおおよそ 5 千円くらいを想定している. 

 

＜意見＞ 
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・プロドライバーの手配には現状の予算では足らないのではないか. 

・開催人数は 20 人ほど必要で大人数になる為、開催形態に工夫が必要になってくる. 

・予算である 5 千円は妥当であると考える. 

・レンタルカートでの開催は自動車の運動特性を学ぶことは難しいと考えるので、レーシングカ

ートをレンタルするのはどうか. 

 

6.2 四輪研修企画 

若年層の事故が多いことから、参加者の安全意識を向上させ運転技術を向上させるのが目的. 

場所は茨城県の自動車安全運転研究所で行う. 

開催は 1 日のみに変更し、参加費は補助なしで 8900 円を想定している. 

 

＜意見＞ 

・参加費は 5 千円を超えており、補助がないと人を集められないと考えるが会計面ではどうか. 

→15 人程度で一人当たり約 4500 円の補助は可能である 

・来年度以降のことを考えると企画の補助額が毎年変動するのはあまりよくないので、来年度以

降も継続して補助できる額が妥当である. 

・来年度以降の開催も考えて、来年度以降も委員会に残る学生に企画担当をしていただきたいが

どうか. 

→神奈川工科大学の飯島さんに担当していただくことに 

 

 

7. 次回第 7 回委員会 

日時：2020 年 10 月 31 日（土） 

場所：未定 

 

 

 

以上 


